シャイネスが作り笑いに及ぼす影響 by 栗林 克匡
北星学園大学社会福祉学部北星論集第４９号（２０１２年３月）・抜刷
シャイネスが作り笑いに及ぼす影響
栗 林 克 匡
シャイネスが作り笑いに及ぼす影響
























































































































































































Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
６．仲間が笑っているときは、面白くなくとも笑うふりをする ．９４３ ．０６６ ．１７１ ．１１９ ．１０７
７．自分の内心の不愉快さを悟られまいとして、作り笑いをすることがある ．７８５ ．００９ ．０９４ ．０７０ ．０３８
９．相手の話が理解できないようなときは、笑ってごまかす ．５７６ ．０７９ ．２３４ ．２３６ ．０６２
１５．付き合いの中で、顔で笑って心で泣くような行為をする ．４８５ ．１３５ ．０９２ ．０９９ ．１１０
１７．内心今日はつき合いたくないと思うときでも、会えば笑顔で接する ．４７０ ．０１３ ．２２３ ．１１３ ．２４１
１６．その場の雰囲気を和らげるために、わざと笑い顔を多く見せるようにする ．４５５ ．０８８ ．２９９ ．０７４ ．０７９
１９．深刻な身の上話を笑顔を交えて話す ．０２０ ．７５５ ．１５３ ．０５６ ．０６９
５．グループの和を壊すような行為をした仲間をからかって笑いものにする ．１２６ ．６３０ ．０６０ ．０８９ ．１９０
１８．友人のへまな行為を見てわざと大笑いする ．０８５ ．６２０ ．１３１ ．０３９ ．０４６
１４．話のネタとして自分の失敗を笑いながら話す ．０１９ ．４７７ ．２０３ ．０４８ ．１５７
２０．一緒に誰か地位の高い人と会う前などには、笑顔を見せ合う ．００７ ．４６９ ．０３１ ．１９９ ．１５８
８．一緒のときは、相手を笑わせ、自分も笑うようにする ．０２０ ．３１６ ．２２８ ．０９６ ．２９２
１．自分が悲しい気分のときに会う際は、特に笑顔を示そうと心がける ．１４１ ．２００ ．８５０ ．０４２ ．０１０
３．会っているときには，笑顔を絶やさないようにする ．０１２ ．０７４ ．５８７ ．１４１ ．０３８
４．一緒にいるところで自分が何かへまをしたようなときは、照れ笑いをする ．０２０ ．２９２ ．４８４ ．１１４ ．１０８
２．失敗の落ち度が相手にあるとき、笑顔で接するようにする ．１４６ ．０７４ ．４１４ ．１８４ ．２２１
１２．怒った後に、笑顔を見せて相手を許すようなことをする ．０７０ ．０５７ ．０２８ ．８８６ ．１０８
１１．相手が不愉快そうなとき、わざと笑顔で接するようにする ．０１４ ．００９ ．０４６ ．５３３ ．０１８
１０．一緒に何か怖い目に遭ったようなときは、笑い顔を見せようと努める ．０６３ ．０５４ ．０５９ ．４３５ ．０２１
１３．別のグループをからかって仲間同士で笑い合う ．０５２ ．１１８ ．０７１ ．０８６ ．７２１
固有値 ４．６７４ ２．７５６ １．４２９ １．３３９ １．２８０
累積寄与率（％） ２３．３６８ ３７．１４７ ４４．２９３ ５０．９８９ ５７．３９１
因子間相関 Ⅰ．ごまかし笑い（α＝．８１６） ０．０７１ ０．５６１ ０．３７１ ０．３０８








































































２．７５ ２．４０ ３．０８ ２．５３ ２．６３ ９．９８＊＊ ０．５２
（０．９１） （０．８３） （０．７８） （０．９２）
雰囲気操作
２．４３ ３．１６ ２．４１ ２．６８ ４．５７＊ １７．８５＊＊＊ ３．７５
（０．７３） （０．８６） （０．６０） （０．６３）
親密性維持
２．９２ ３．１５ ３．１１ ２．７９ ０．４５ ０．１０ ４．４２＊
（０．８８） （０．８９） （０．７７） （０．５２）
感情緩和
２．２１ ２．３５ ２．１１ ２．１１ １．３６ ０．２３ ０．２６
（１．０４） （１．００） （０．７０） （０．７７）
からかい
１．５９ １．８２ １．６９ １．６８ ０．０１ ０．３７ ０．４５
（１．０８） （１．２０） （１．０４） （０．９１）
表２ 条件別作り笑い反応５因子の平均値と SDおよび F値






















































平均値 ＳＤ ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
①シャイネス得点 ４９．１４ （１２．８１） ．２１＊＊ ．１８＊ ．１７＊ ．２０＊ ．０３ ．０３ ．０３
②普段の作り笑い頻度 ３．８０ （１．０２） ．１７＊ ．２１＊ ．２３＊＊ ．０３ ．０６ ．０６
③作り笑い解読力 ２．９８ （１．２４） ．１６ ．００ ．１９＊ ．１５ ．１６
④作り笑い猜疑心 ３．４８ （１．１０） ．３２＊＊＊ ．０３ ．１７＊ ．２０＊
⑤作り笑い見破られ不安 ２．３３ （１．１３） ．３５＊＊＊ ．４６＊＊＊ ．３０＊＊＊
⑥作り笑いへの罪悪感 １．９９ （１．０９） ．６９＊＊＊ ．４２＊＊＊















































































相川 充 （１９９１）． 特性シャイネス尺度の作成
および信頼性と妥当性の検討に関する研究
心理学研究，６２，１４９１５５．












components of shyness： Implications for
theory，measurement，and research．In W．
H．Jones，J．M．Cheek and S．R．Briggs
（Eds．），Shyness： Perspectives on research
and treatment（pp２７３８）．New York： Plenum
Press．
NelsonJones，R．（１９９０）．Human relationship
skills： Training and selfhelp．London：Cas-

















The Effects of Shyness on Forced Laughter
Yoshimasa KURIBAYASHI
Forced laughter is a laughter reaction with an ostensible smile that does not depend
on natural feelings to be funny. This study examined the effects of shyness on forced
laughter. A total of 148 participants were asked to imagine either their friend or acquain-
tance, and to indicate how often they exhibited forced laughter with the target person.
They also answered a Shyness Scale, frequency of forced laughter, and sensibility and affec-
tion for forced laughter questionnaire. Five types of forced laughter were found by factor
analysis: disguise, atmosphere control, intimacy maintenance, affect moderation, and teasing.
Persons with low shyness reported more frequent use of atmosphere control than those
with high shyness. When the target person was a friend, low shyness persons often used
the intimacy maintenance type of forced laughter. Assuming that forced laughter is as a
social skill, these results reflect that low shyness persons are competent in social skills.
Key words：Shyness, Forced Laughter, Facial Expression, Social Skills
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